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補助申請の流れ
国内の医療機関を予約します。
人間ドック（脳ドック）を受診します。予約・受診

革
受診結果が出たら、補助金の申請（受診日の翌日
から１年以内）をします。
申請に必要なもの
・保険証・印鑑
・振込口座がわかるもの
・人間ドック（脳ドック）の領収書（写）
・受診日に４０歳～７４歳の方は受診結果（写）

市へ申請

革
補助金の交付が決定したら「決定通知書」が郵送
されます。
その後、指定の口座に補助金が振り込まれます。

補助金の
交付

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

国
民
健
康
保
険
（　

歳
以
上
）
ま
た
は
、

３０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
が
人
間

ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
場

合
に
１
万
円
（
年
度
１
回
）
を
補
助
し
ま

す
。

　

国
内
の
ど
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
も

対
象
と
な
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
な
ど
を

早
期
発
見
す
る
た
め
に
も
、
積
極
的
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
（
右
下
図
参
照
）。

※
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は
補
助
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
請
窓
口　

▽
国
民
健
康
保
険
加
入
者
…

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
担
当

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
…
保
険

年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当

※
東
部
・
西
部
出
張
所
で
も
申
請
で
き
ま

す
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
担

当
緯　

（
３
４
６
）
９
５
２
９
、
後
期
高

０４２

齢
者
医
療
担
当
緯　

（
３
４
６
）
９
５
３

０４２

８

　

市
で
は
、
地
震
・
台
風
・
火
災
な
ど
の

災
害
時
や
救
急
時
に
支
援
が
必
要
な
方
の

情
報
を
、
市
民
の
防
災
・
安
全
を
担
う
関

係
機
関
な
ど
で
共
有
し
、
平
常
時
お
よ
び

災
害
時
の
防
災
活
動
に
活
用
す
る
た
め
、

避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
名
簿
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
を
更
新
す
る
た
め
、
新
た
に

対
象
と
な
っ
た
方
に
、
名
簿
登
録
申
込
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

名
簿
の
対
象
者
お
よ
び
名
簿
の
提
供
先

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
方
に
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配

付
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
方
で
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
活
支
援
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
７

怯
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
方

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
６
月
下
旬
に
個

別
に
受
診
票
な
ど
を
送
付
し
ま
し
た
。
紛

失
し
た
場
合
は
再
交
付
し
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月　

日
（
火
）
ま
で

３１

と
こ
ろ　

指
定
医
療
機
関

費　

用　

無
料

問
合
せ　

保
険
年
金
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
８

 
怯
会
場
の
追
加

　

気
軽
に
元
気
ア
ッ
プ
介
護
予
防
運
動
講

気
軽
に
元
気
ア
ッ
プ

介
護
予
防
運
動
講
座

座
の
会
場
を
追
加
し
て
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

平
成　

年
３
月
ま
で
の
第
１
・

２９

第
３
金
曜
日　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

花
小
金
井
南
地
域
セ
ン
タ
ー
集

会
室

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね　

歳
以

６５

上
の
方

持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
料

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課
地
域
支
援
担
当

緯　

（
３
４
６
）
９
５
３
９

０４２

 　

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
小

平
基
準
型
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
型
・
通
所
型
）

の
指
定
事
業
所
で
生
活
援
助
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
行
う
た
め
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま

す
。

日　

程　

右
下
表
の
と
お
り

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
で
、
地
域
の
高
齢
者

の
支
援
を
行
う
意
思
の
あ
る
方

生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

定　

員　
　

人
２０

申
込
み　

高
齢
者
支
援
課
地
域
支
援
担
当

へ
（
先
着
順
）
緯　
（
３
４
６
）９
５
３
９

０４２

 
怯
家
族
へ
の
暴
力
は
精
神
障
が
い
者
か
ら

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

と　

き　

１
月
９
日
（
月
・
祝
）　

午
後

精
神
保
健
福
祉
講
演
会

１
時　

分
〜
４
時

３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

費　

用　

無
料

講　

師　

蔭
山
正
子
さ
ん
（
大
阪
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
准
教
授
）

主　

催　

小
平
市
け
や
き
の
会

後　

援　

小
平
地
域
精
神
保
健
福
祉
業
務

連
絡
会

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

小
嶋
緯　
（
３
４
３
）４
５
５
９

０４２

 　

知
的
障
が
い
者
の
外
出
に
付
き
添
う
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

２
月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）・

１８

１９

　

日
（
土
）　

全
３
回

２５と
こ
ろ　

福
祉
会
館

費　

用　

３
千
円

対　

象　

小
平
市
民
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
る
事
業
所
に
登
録
し
、
実
際
に
従

知
的
障
が
い
者

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

養

成

研

修

事
で
き
る
、
市
近
郊
在
住
・
在
勤
で
原
則

　

歳
未
満
の
健
康
な
方

６０※
全
日
程
出
席
で
き
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

定　

員　
　

人
２０

内　

容　

講
義
、
演
習
（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
の
役
割
や
知
的
障
が
い
者
へ
の
理
解
）

持
ち
物　

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
公
的
証
明
書
）

※
本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
、
受
講

を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
だ
れ
も

が
と
も
に
小
平
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
藤
内
緯

　

（
３
０
８
）
３
７
３
２

０４２
 　

市
報　

月　

日
号
８
面
の　

東
京
む
さ

１１

２０

JA

し
小
平
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

営
業
時
間
が
誤
っ
て
午
前　

時
〜
午
後
５

１０

時
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

〈
秘
書
広
報
課
〉

お
詫
び
と
訂
正

・介護保険制度の要介護３～５の認定を受けて
いる
・身体障害者手帳１級・２級の交付を受けてい
る
・愛の手帳１度・２度の交付を受けている
・精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けて
いる
・７５歳以上の高齢者　（一人暮らし、世帯員全
員が７５歳以上、日中・夜間独居になる）
・支援が必要な、一人暮らし高齢者、高齢者の
みの世帯、軽度の障がい者

名
簿
の
対
象

※自宅で生活されている方。

・小平消防署、小平警察署、民生委員・児童委
員
・小平市社会福祉協議会、小平市地域包括支援
センター
・協定を締結した自治会、自主防災組織
・防災危機管理課、高齢者支援課、障がい者支
援課、生活支援課

名
簿
の
提
供
先

　災害時や緊急時に活用するため、かかりつけ
医、持病、服薬内容、避難支援者、緊急連絡先
などを記入した用紙（避難行動要支援者情報カ
ード）を容器に入れて冷蔵庫の中に保管してお
くものです。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
名
簿
の
作
成

平
成　

年
度

２８

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

人
間
ド
ッ
ク
・

　
　

脳
ド
ッ
ク

　
　
　

利
用
費
補
助

健
康
診

健
康
診
査査

受
け
忘
れ
て

　
　
　

い
ま
せ
ん
か

生
活
習
慣
病
の
予
防
・

早
期
発
見

健
康
診

健
康
診
査査

成人健康教室・相談などの日程　　内 …内容　持 …持ち物
問合せ（申込み）　 健康センター　〒１８７－００４３　学園東町一丁目１９番１２号　緯０４２（３４６）３７０１

定員・申込みほか内容・持ち物対　象と　き

定員…それぞれ４人
電話または健康センタ
ー窓口へ（要申込み、
先着順）

内 健康診断や人間ドックの
結果を基にした、主に生
活習慣病予防に関する医
師、保健師、管理栄養士、
看護師の個別相談

持 直近の健診や人間ドック
の結果、健康手帳

市内在住
の方

１２月１９日（月）
午前の指定する時間
１月１０日（火）
午後の指定する時間
１月１７日（火）
午後の指定する時間
１月２７日（金）
午後の指定する時間

健康づくり相談

定員…７５人
１２月２１日（水）まで（必
着）に、はがきに「計
測相談会」と明記し、
住所、氏名、生年月日、
電話番号、保険の種類
を記入のうえ、健康セ
ンターへ（申込み多数
の場合は抽選）
※健康センターに置い
てある申込用紙でも
申し込めます。

内 血管年齢・血圧・骨量・
体組成計による測定、管
理栄養士、保健師、歯科
衛生士の個別相談、運動
講座

市内在住
の方

１月１７日（火）
午後１時～３時の指
定する時間
※受付は指定時間の
１０分前から。

計 測 相 談 会

※会場は健康センター、費用は無料です。車での来場はご遠慮ください。

乳幼児健診・相談などの日程
問合せ（申込み）　 健康センター　〒１８７－００４３　学園東町一丁目１９番１２号　緯０４２（３４６）３７０１

定員・申込みほか持ち物対　象と　き

当日、会場へ母子健康手帳

市内在住で、おおむ
ね５か月～１歳６か
月児

 （ ）ステップごとで
対象が異なりま
す。下記参照　

１２月１４日（水）
ステップ１…午後１時３０分から
ステップ２…午後２時３０分から
ステップ３…午前９時４５分から
ステップ４…午前１０時４５分から

ステップアップ
離 乳 食

定員…親子２０組
（先着順）

親子ともにエプロン、
三角巾（代用で可）、母
子健康手帳

１歳８か月～３歳６
か月の幼児と保護者

１月１３日（金）
午前１０時～正午
受付…午前９時４５分から

かむかむ教室
（幼児食講習会）

※会場は健康センター、費用は無料です。車での来場はご遠慮ください。
※ステップ１…５・６か月児、ステップ２…７・８か月児、ステップ３…９～１１か月児、ステップ４…１歳～１歳
６か月児。

東京都による救急診療などの相談・案内
救急車を呼ぶべきか迷った場合の
相談・２４時間

＃７１１９（携帯電話、PHS、プッシュ回線から）
０４２（５２１）２３２３（ダイヤル回線から）

東京消防庁救急相談
センター

救急医療機関の案内・２４時間０４２（３４１）０１１９小平消防署
病院・診療所案内

診療中の医療機関の案内・２４時間０３（５２７２）０３０３東京都医療機関案内
サービス（ひまわり）

電 話 番 号所 在 地名 称診 療 時 間日 程

０４２（３４６）３７０６
（左記診療時間内）

学園東町
１－１９－１２
（健康センター内）

小平市医
師会応急
診療所

午前９時～午後５時日曜日、祝日、
年末年始休日応急診療

午後７時３０分～１０時３０分
（受付は１０時１５分まで）

月曜～日曜日
（年中無休）準夜応急診療

※応急診療所の診療科目は内科と小児科です。健康保険証、各種医療費受給者証を忘れずにお持ちください。

※いずれも診療所は変更になる場合があります。
問合せは０４２（３４６）３７０６へ。小平市ホームページ
でもご覧になれます。

休日応急診療・準夜応急診療
（内科・小児科）

電 話 番 号所　 在　 地医 療 機 関 名日 程
０４２（４６７）８２４１花小金井４－１３－１１センチュリープラザ１０３影 山 歯 科 医 院１２月１１日（日）
０４２（４６９）６４８０花小金井１－２０－１米 満 歯 科 医 院１２月１８日（日）

※車でお越しの際は、必ずお問い合わせください。

（診療時間：午前９時～午後５時）休日歯科応急診療医

内容ところとき

介護保険制度
福祉会館

午前１０時～正午１月３１日
（火） 高齢者に多い病気午後１時～３時

認知症サポーター
養成講座福祉会館午前１０時～正午２月１日

（水）
傾聴福祉会館午後１時～４時

家事援助の実際
（講義）

中央公民館午前１０時～正午２月２日
（木） 福祉会館午後１時～３時

今後の活動福祉会館午後１時３０分～
４時

２月３日
（金）


